




GR-98型

パイプ倉庫

【2102】
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マジックで印をつけます

モンキー　スパナ
(金具取り付け）

はさみ コンクリートくぎ
又は、釘

(パイプ継ぎ）

メジャー
（ 寸法測定用）

:22.2mm

間口：約4m50㎝　　奥行：約7m4㎝

脚用パイプに印を付けます。

規格
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ください。

ください。

ください。

してください

ください。

します。

します。

ください。



（６）前面の補強のため、脚用パイプを追加します。

用

　で作った横通し用パイプを4.5ｍ間隔
(パイプ中心）に平行に置き、四隅に
穴を掘ります。　
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突き棒

突き棒

Ｄ

４

四隅に建てた②のパイプに付けた印(水糸用60ｃｍ）に、⑰を結びつけ、張ります。

⑰

前方のみ、１本目と２本目の脚用パイプの
中間に、もう一本、脚用パイプを建てます。

脚用パイプ

脚用パイプを建てます。

ください

叩きます。

てます。

張ります。

開けます。

掘ります。

用

わせます。
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（１ ）　基点を決めます。
（２）　横通し用パイプを1本置きます。
（３）　基点から４ｍ（横通し用パイプに対して）に印を付けます。
（４）　基点から３ｍ（間口に対して円を書くように）印を付けます。
（５）　横通し用パイプ上の４ｍの印から５ｍ(円を書くように）
　　　　とり、３ｍの接点を出します。
（６）　基点と接点に線を引き、延長上の4.5ｍが間口になります。

(1)

（２）

（３）4ｍの印

用

（４）３ｍの円
（５）５ｍの円

接点（６）

３ｍ

90度

脚用パイプの埋め込み、取り付け位置となります。
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向きを交互に変えて

蝶ナット取りつけ部は、内側へ。

取り付けると強度が増します。

締めます。込みます。げます。
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Ｄ
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Ｄ

（5本取り付け）

（ １ ）図の順番に、　  で作った、横通し用パイプを取り付けます。

付けます。用

ください。

ください。

ください。

ください。

合わせます。

用
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２１　 パイプバンド
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25×19

22×19

19×19/22兼用

15 18

18

18

18

15

15

15

15

Ｄ

15Ｄ

Ｄ

2

2

15

15

前後用パイプを、2組作ります。付けます。

（ １ ）形取り （ １ ）形取り

（２）組み合わせ

最前列と最後列に使用してください。

7 で作った、外ジョイント

など用

19Φパイプで。）（

ニューユニバーサルジョイント

14 ×　2ケース

25×1922用

22用
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まみます。

まみます。
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込みます。

つなぎます。

組みます。用用

ください。
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から見た図

パイプ止金具の取り付け手順

,

ビニバーの取り付け位置は地面より
10㎝の位置に取付けます。

パイプ止金具を後部用
パイプにはめ込みます。

後部用パイプ

付けます。用パイプを

ください

ください

込みます

まみます

ナット

込みます。

込みます。

後部用パイプの上下８箇所を　のパイプ止金具でとめてください。

ニューユニバーサルジョイントをニューユニバーサルジョイントを

SP

約

後部脚用

後部脚用 差し込み

用ください。

張
ます。り

込みます。

ください。
ください。

用

まみます

込みます

込みます止めます
ナット に

向け

ください。

合わせます。
掘ります。

脚用 を ます。
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完成図

23 でアーチ用パイプに結びつけます。

右図の様に組んでください。

　を30㎝程に数本カットしておき
全てのハトメを止めてください。

前幕一式（内部品セット）

グレー約70ｍ

上

付けます。

めます。

ください。

ください。
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付けます。

止めます。
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解説－１
17 ページ
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f ナップ止めについて

(４箇所）

33

33

スプリングは下図の様に外側からシートを
押さえながら、止めてください。

(2)

(1)

(3)(3)

(3)(3)

スポンジテープ

内側より内に向かって
 内側 より1本

スプリング

外側より内に向かって

30 14

グレー約70ｃｍ

200ｃｍ

10ｃｍ

33

止めます。

付けます。

ください。

結びます。

ください。

ください。

止めて用

張ります。34

34６ 前幕を広げて、上部ハトメに　  を通して、残りのハトメはパイプに　  で結びとめてください。

を、ファスナーより左右５個のハトメに通します。

残りのハトメに 23 で

た

ください。用

ください。

ください。用

止めます

止めます。
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付けます。
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ください。
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ください。

ラセン杭をねじ込む作業以外

24

24
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24

25

約30cm 約30cm

中側へ向かって斜めにねじ込みます

12

小 ラセン杭用パイプ

込みます。

ください。

ください。

込みます。
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ラセ ン杭をねじ込みます。18

（1 ） ラセ ン杭を, 脚用パイプの間ごと にねじ込んでくださ い。

ー15ー

Ｄ ケース ラセ ン 杭            24個

ラセ ン杭

『注 』 前の個所は、右下図の様にし てくだ さ い。

各パイプの間に

杭を 込みます

『前 』

24

24

24 25

24

25

ラセン

ラセン杭用パイプ

ねじ

小

絞る仮止め

（2） 片方の杭から 仮止めし たロ ープを外し 、 ロ ープを引き上げます。
（3） ロ ープを引き上げたまま、足を上下に動かしてロ ープを踏み込み絞ってくださ い 。
（4 ） ピーンとロ ープを張っ たら 、ハトメと 杭に通して、しっ かり 杭に結び止めてくださ い。
（5） 片方の仮止めを 外して（3） と 同じ様に作業 してくださ い 。
（6 ） 反対側（前を行なったら後）も 同じ要領で作業してくださ い 。

（1 ）天幕を被せて、前後のかぶ りを決めてくださ い。

（7） 天幕の横に付いている全てのハトメを横通し用パイプに で止めてくださ い。

  ※ この時、結び止めたパイプを均一 天幕がきれいに張れます。

しっ かり 結び止めます。

かぶり
約25cm～

かぶり
約20cm

後前

天幕を被せて、張ります。17

■  突風によりあお られ 、思わぬ事故・ ケガの元 になり ますので風の強い日は作業しないでくださ い。

■  天幕を被せる際は 、本体の周辺を整理してキズが付かない様に 注意してくださ い。

■  脚立等を 使用する際は、注意して作業してくださ い。

■  

前後のかぶり・ 左右すき間を確認しながら

絞り ロ ープ

天幕

ハトメ

ロ ープ
杭

ハトメ

天幕

ロ ープ
杭

天幕絞り ロ ープを全て仮止めします。

ー14ー

（4 )~

23

に下げると

絞りロ ープを 引っ張ると 抜けますので注意してくださ い。片方だけ
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ー17ー

使用目的：前幕ファ スナーの保護、また負担を軽減するため、
ファ スナーを閉めた後は確実に ナップ止めをしてく ださ い。

片方のハトメ に通します。 ハトメ に通しますハトメ

ファ スナー

Ｅ ケース  　　別袋 （ナップ止め）解説-1

前 幕
※ナップ止めの数 は、型式により 異なり ます。

注意

○風の強い時、あるいは強風が予想さ れる時は 、
すべてのシ ート を取り外してく ださ い。

（　　倉庫が飛 ばされて 。）

警告

強風時は、シート を横に
まと めてロ ープ等で止めます。

f

ナップを通す時、シートも引き寄せます。
ナップだけを引っ張ってハトメに通そうと
すると、きつく感じます。

倉庫内の換気をよくするため。
機械等の、排気ガス換気のため。
倉庫内の温度上昇防止。

思わぬ災害のもとになります

倉庫に前幕、後幕、天幕を張ったとき下部にすきまができますが、
これは下記理由によりあらかじめすきまのできるように設計されております。

ー16ー

22

に

直接結び付けます

ください。

ください。

。

天幕を押さ えます。19

Ｄ ケース  Ｒバ ン ド       1個22

左右のラセン杭

※Ｒバンドの締め過ぎに注意してください。 ※Ｒバンドは、定期的に締め直してください。

5芯×約150ｍ
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（　　倉庫が飛 ばされて 。）

警告

強風時は、シート を横に
まと めてロ ープ等で止めます。
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ナップを通す時、シートも引き寄せます。
ナップだけを引っ張ってハトメに通そうと
すると、きつく感じます。

倉庫内の換気をよくするため。
機械等の、排気ガス換気のため。
倉庫内の温度上昇防止。

思わぬ災害のもとになります

倉庫に前幕、後幕、天幕を張ったとき下部にすきまができますが、
これは下記理由によりあらかじめすきまのできるように設計されております。
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直接結び付けます

ください。

ください。

。

天幕を押さ えます。19

Ｄ ケース  Ｒバ ン ド       1個22

左右のラセン杭

※Ｒバンドの締め過ぎに注意してください。 ※Ｒバンドは、定期的に締め直してください。

5芯×約150ｍ


